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テ
ニ
ス
部

恒
例
の
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
・
現
役

合
同
初
打
ち
会
が
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
顧
問
の
𡈽
谷
先

生
・
平
田
先
生
、
現
役
は
難
波
男

子
主
将
以
下
21
名
、
谷
口
女
子
主

将
以
下
４
名
の
25
名
、
Ｏ
Ｂ
は
13

名
の
合
計
40
名
の
参
加
を
得
て
、

現
役
対
Ｏ
Ｂ
の
ダ
ブ
ル
ス
の
親
善

試
合
形
式
で
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
持
つ
と
と
も
に
実
戦
を

通
し
て
現
役
を
指
導
し
ま
し
た
。

現
役
の
今
年
の
活
躍
を
祈
念
し
、

来
年
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

「
岡
山
朝
日
高
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ

会
」
は
平
成
21
年
3
月
の
卒
業
生

を
入
れ
て
6
月
現
在
会
員
数
は
６

６
７
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年

会
費
は
学
生
が
千
円
、
そ
の
他
は

３
千
円
で
、
現
役
へ
の
支
援
と
会

の
運
営
を
賄
っ
て
お
り
ま
す
。
会

員
各
位
に
は
是
非
ご
支
援
・
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

案
内
が
な
い
方
は
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

岡
山
朝
日
高
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会

T
EL. 086-233-6346

E-M
ail:
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（
昭
32
卒　

瀧　
　

正
敏
）

ラ
グ
ビ
ー
部

恒
例
の
Ｏ
Ｂ
戦
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。20
分
ハ
ー
フ
で
２
試
合
。

現
役
選
手
が
10
名
と
い
う
こ
と
で

Ｏ
Ｂ
の
中
に
現
役
選
手
を
含
め
た

紅
白
戦
で
行
な
い
ま
し
た
。
来
年

こ
そ
は
、
現
役
チ
ー
ム
VS
Ｏ
Ｂ
チ

ー
ム
で
試
合
を
し
た
い
も
の
で
す
。

試
合
終
了
後
、
百
周
年
記
念
館

に
て
Ｏ
Ｂ
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
。
懇
親
会
最
後
に
岡
崎
主
将
の

「
今
年
こ
そ
は
単
独
チ
ー
ム
で
の

公
式
戦
試
合
出
場
」
と
い
う
力
強

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

サ
ッ
カ
ー
は
、
昨
今
で
は
す
っ

か
り
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
に
な

り
ま
し
た
。
岡
山
に
も
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡

山
Ｆ
Ｃ
」
が
で
き
、
私
た
ち
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ン
は
嬉
し
い
限
り
で

す
。
し
か
も
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
の
代

表
者
は
我
が
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の

木
村
正
明
さ
ん
（
昭
和
62
年
卒
）

で
す
の
で
、
応
援
に
熱
が
入
り
ま

す
。Ｏ

Ｂ
会
で
は
、
Ｊ
２
昇
格
初
戦

の
３
月
８
日
に
桃
太
郎
ス
タ
ジ
ア

ム
前
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
寄
付
を

集
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も
ホ
ー
ム

で
の
試
合
ご
と
に
バ
ッ
ク
ス
タ
ン

ド
に
「
朝
日
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ

Ｂ
会
」
の
の
ぼ
り
を
立
て
、
皆
で

応
援
し
て
お
り
ま
す
。
観
戦
に
行

か
れ
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
、
の
ぼ

り
を
目
印
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
毎
年
１
月
２
日
に
は
若

手
Ｏ
Ｂ
が
中
心
に
な
っ
て
、
母
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
紅
白
戦
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
操
山
高

校
か
ら
声
が
か
か
り
、
操
朝
戦
と

な
り
、
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　
　
（
昭
42
卒　

東　
　

隆
司
）

平成21年１月３日
朝日高テニスコート　参加者、顧問２名
現役25名・OB13名　合計40名

い
宣
言
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

現
役
選
手
諸
君
の
奮
闘
を
お
祈
り

し
ま
す
。

少
し
気
掛
か
り
な
の
が
昭
和
年

代
の
Ｏ
Ｂ
の
参
加
者
が
非
常
に
少

な
い
事
。年
に
一
度
の
機
会
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
昭
46
卒　

大
塚　

壮
治
）

平成21年１月３日
朝日高グラウンド：百周年記念館
現役10名　OB・OG65名　合計75名

平成21年３月８日
桃太郎スタジアム

サロンコンサート2009
　吹奏楽部・弦楽合奏部OB会主催・同窓会
後援のサロンコンサートが、８月１日岡山市
立オリエント美術館、２日ルネスホールで開
催された。
　これは、ドイツの南ウエストファーレン・

フィルハーモニー主席コンサートマスターの高畑壮平さん
（昭和47卒・吹奏楽部OB）が11年ぶりに一時帰国するのを
受けて、急遽決まったもの。クラシックというジャンルに
こだわらず、ワルツやタンゴなど世界各国の音楽を、小編
成で演奏するサロンミュージックという、ドイツ各地で好
評のプログラムだ。
　高畑さんの目指す響きは、「オーケストラの豊かな響きと
小編成のアンサンブルの上品で艶のある響きを併せ持った
もの」で、弦楽五重奏とピアノという編成。ヴァイオリン
は高畑さんと愛知県立芸術大学教授の福本泰之さん（昭和
55卒・吹奏楽部OB）、ピアノは作陽大学音楽部非常勤講師
の長山いづみさん（昭和47卒）、それにヴィオラ・チェロ・
コントラバスが加わり、初めて共演したとは思えないほど
息の合った演奏を披露した。
　前日、新聞に紹介されたこ
ともあり、一般の親子連れも
訪れ、甘美なウィーン風メロ
ディ、哀愁漂うジプシー音楽
など素晴らしい音楽を堪能し
た。
　岡山の演奏会に先立つ７月20日、東京の47卒同期会でも
演奏会が行われた。会場は、緑豊かで閑静な東京大学農学
部弥生講堂アネックスで、同期が軽食や飲み物を持ち寄る
など、まさにドイツ風サロンコンサートとなった。
　岡山での演奏会では昭和47卒の方々に裏方としてご協力
いただいた。

（吹奏楽部・弦楽合奏部OB会）


